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地盤内の物質・熱輸送係数の統合的予測式の構築と処分場最終覆土層内
のガス･熱輸送解析への適用
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廃棄物処分場内の廃棄物層では、有機物分解やガス発酵に由来する高濃度のメタン・二酸化炭素
・硫化水素が生成され大気中へ放出される。処分場から揮散するこれらのガス類は、地球温暖化
に寄与するだけでなく、処分場並びにその周辺生態系や近隣住民の健康を害する可能性を有す
る。加えて、廃棄物層ではガス生成に伴う発熱反応が生じる。これら廃棄物層で生成されたガス
や熱は廃棄物層上方の覆土層を介して大気へと移動（放出）されることから、廃棄物処分場覆土
層内のガス・熱動態の理解は、廃棄物処分場の安定化促進ならびに有毒ガス類の放出制御の観点
から非常に重要である。ガス拡散と熱伝導は、地盤内のガスおよび熱移動の主要なメカニズムで
あり、ガス拡散係数と熱伝導度は地盤内のガス拡散と熱伝導を記述する重要なガス・熱輸送係数
である。
これらガス・熱輸送係数は地盤の締固め度といった物理特性に大きく影響を受けるのに加え、同
一試料から得られたガス・熱輸送係数間には類似性・相違があることが予想される。地盤の物理
特性を考慮し、ガス・熱輸送係数間の相関関係を利用したガス・熱輸送係数の統合的予測式は、
廃棄物処分場覆土層内のガス・熱同時輸送を解析する上で非常に有効であると考えられる。
 本研究では、地盤の物理特性を考慮したガス拡散係数と熱伝導度の統合的予測式を提案し、廃
棄物処分場覆土層内のガス（メタン、二酸化炭素、酸素）・熱同時輸送解析を行った。特に、覆
土層の締固め度や覆土厚さがガス・熱輸送に及ぼす影響について調べた。結果、廃棄物処分場覆
土層の締固め度が増加は、覆土層内の熱輸送を促進させる一方で、低いガス移動特性に起因した
メタン酸化の低下により大気へのメタン放出フラックスは緩詰地盤よりも促進されることを明ら
かにした。また。覆土層の厚さが50cm以下の場合、覆土層の締固め度によらずメタン放出フラ
ックスは急激に増加する結果が得られた。
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